
神

奈

川
県
隊

友
会
県

央
支
部

の
皆
様
初

め
ま
し
て
。

令
和
７
年
８
月
１
日
付
、
第

５
１
航
空
隊
司
令
を
拝
命
し
、

航
空
集
団
司
令
部
訓
練
運
用
主

任
幕
僚
か
ら
着
任
し
ま
し
た
酒

井
で
す
。

皆
様
に
は
防
衛
省
・

自
衛
隊
へ
の
深
い
ご
理
解
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
厚
木
航
空

基
地
並
び
に
当
隊
に
対
す
る
格

別
の
ご
支
援
及
び
ご
厚
情
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
は

前
配
置
に
続
き
３
回
目
で
す
が
、

当
隊
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
第
５
１
航
空
隊
は
、

海
上
自
衛
隊
の
部
隊
の
術
科
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
航
空

機
の
運
用
に
関
す
る
調
査
研
究

な
ど
幅
広
い
任
務
を
付
与
さ
れ

た
航
空
集
団
直
轄
の
部
隊
で
す
。

ま
た
、
固
定
翼
航
空
機
と
回
転

翼
航
空
機
を
運
用
す
る
海
上
自

衛
隊
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
部

隊
の
一
つ
で
す
。

さ
て
、
視
線
を
外
に
向
け
る

と
正
に
今
、
国
際
社
会
は
戦
後

最
大
の
試
練
の
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。
法
の
支
配
と
い
っ
た
既

存
の
秩
序
は
、
力
に
よ
る
一
方

な
現
状
変
更
を
試
み
る
国
家
や

非
国
家
主
体
（
テ
ロ
組
織
、
サ

イ
バ
ー
集
団
等
）
か
ら
の
挑
戦

を
受
け
て
い
ま
す
。
防
衛
白
書

に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
は
、
戦
後
最
も
厳
し
く
複

雑
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
く
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
著
し
い
安
全
保
障

環
境
に
適
合
す
る
た
め
、
本
年

３
月
に
は
統
合
作
戦
司
令
部
が

発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
防
衛
カ
は
、
相
手
の
能
力
と

新
し
い
戦
い
方
に
着
目
し
て
抑

止
力
と
対
処
力
を
高
め
る
た
め

に
、
「
無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能

力
」
、
「
領
域
横
断
作
戦
能
力
」
、

「
指
揮
統
制•

情
報
関
連
機
能
」

等
、
７
つ
の
分
野
を
重
視
し
て
、

わ
が
国
の
防
衛
力
を
抜
本
的
に

強
化
し
て
い
く
と
の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
当
隊
と
し
て
も

こ
れ
ら
の
変
化
に
適
合
す
る
べ

く
、
「
魁
た
れ

〜
変
化
へ
の

適
合
、
ス
ピ
ー
ド
感
〜
」
の
旗

印
の
下
、
調
査
研
究
の
サ
イ
ク

ル
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

部
隊
の
術
科
能
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
神
奈
川

県
隊
友
会
県
央
支
部
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
着
任

の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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着
任
挨
拶

第
５
１
航
空
隊
司
令

１
等
海
佐

酒
井

尚
久



令
和
７
年
６

月
３
０
日
付
、

第
６
１
航
空
隊

司
令
を
拝
命
し

た
大
菅
１
佐
で
す
。

私
に
と
っ
て
厚
木
基

地
は
、
第
３
航
空
隊
、
第
５
１
航
空
隊
、

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
で
の
勤
務
経

験
が
あ
り
、
今
回
で
６
回
目
の
勤
務
と

な
り
ま
す
。
既
に
１
５
年
以
上
を
こ
の

地
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
神
奈
川

県
隊
友
会
県
央
支
部
の
皆
様
の
自
衛
隊

の
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
る
ご
支
援
の
も
と
、
任
務
に
邁
進
さ

せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

第
６
１
航
空
隊
は
、
昭
和
４
６
年
に

新
編
さ
れ
た
海
上
自
衛
隊
に
お
け
る
唯

一
の
航
空
輸
送
部
隊
で
あ
り
、
厚
木
基

地
を
拠
点
に
Ｃ－

１
３
０
Ｒ
と
Ｌ
Ｃ－

９
０
の
２
機
種
を
運
用
し
、
人
員
や
物

資
の
輸
送
任
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
諸
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
厳
し
い
安
全
保
障

環
境
下
に
お
い
て
多
様
化
す
る
任
務
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
航
空
部
隊
を
目
指

し
、
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
職
務

に
励
む
所
存
で
す
。

神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
期

別
：
９
９
幹
候
（
東
海
大
学
）

・
出
身
地
：
神
奈
川
県
藤
沢
市

・
職

種
：
操
縦
士

・
趣

味
：
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

Ｄ
Ｉ
Ｙ

・
着

任
：
令
和
７
年
６
月
３
０
日

第
３
１
代

・
前
配
置
：
海
上
幕
僚
監
部

人
事
教
育
部
厚
生
課
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部

隊

指

揮

官

（
令
和
７
年
９
月
２
５
日
現
在
）

航
空
集
団

司
令
官

海

将

金
嶋

浩
司

幕
僚
長

海
将
補

髙
田

哲
哉

第
５
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

酒
井

尚
久

第
６
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

大
菅

伸
英

航
空
管
制
隊

隊
司
令

１
海
佐

小
俣
泰
二
郎

第
４
航
空
群

群

司

令

海
将
補

鈴
木

克
哉

首
席
幕
僚

１
海
佐

藤
本

典
法

第
３
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

加
藤

太
輔

第
４
整
備
補
給
隊

隊
司
令

１
海
佐

木
村

孝
行

厚
木
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

北
原

浩
一

硫
黄
島
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

宮
崎

研
三

そ
の
他
の
部
隊

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊

隊
司
令

１
海
佐

白
戸

将
吾

厚
木
シ
ス
テ
ム
通
信
分
遣
隊
・
厚
木
警

務
分
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
割
愛
致
し
ま
す
。

第
４
施
設
群
長
兼
座
間
駐
屯
地
司
令

１
陸
佐

橋
口

尚
徳

座
間
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
陸
佐

白
樫

光
覚

第
６
１
航
空
隊
司
令

１
等
海
佐

大
菅

伸
英
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編
集
後
記

△

自
民
党
総
裁
が
誰
に
な
る
の

か
、
国
内
政
局
の
行
方
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

我
が
国
の
防
衛
に
心
を
寄
せ
る

人
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

△

冬
季
の
感
染
症
で
あ
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
早
く
も
流
行
の

兆
し
が
あ
る
よ
う
で
す
。
更
に

感
染
症
法
上
の
第
４
類
感
染
症

に
指
定
さ
れ
て
い
る
エ
ム
ポ
ッ

ク
ス
（

旧
サ
ル
痘
）
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
実
施
し

た
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。

△

暑
い
夏
が
終
わ
り
や
っ
と
過

ご
し
や
す
い
秋
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
実
り
の
秋
で
す
。
夏
の

疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
健
康
に
十

分
留
意
し
な
が
ら
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

編
集
子


